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Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスは

血液検査でみつけよう 

    

厚生労働省肝炎総合対策

のマスコットキャラクター 

肝炎は自覚症状がなく悪くなりがち。 
肝炎が進行して肝硬変になり、そこか

ら肝がんになることを防ぎましょう。 

 生活習慣要因の肝炎から進行した

肝細胞がんは全体の2割くらい。そして

あとの8割近くはＢ型やＣ型肝炎ウイル

スの感染が関係しています。 

 

みつかったら治療しよ

う 

肝炎ウイルスの予防と

治療で肝がんも防ごう 

                                     ご 案 内 
健康増進法に基づくお住まいの市町での肝炎ウイルス検診や、健康保険組合等が行う健

康診査で肝炎ウイルス検査の受診機会がある方は、それぞれの事業が優先となります。 

それらの検査を受ける機会がなかった方はお近くの保健所で、B型・C型肝炎ウイルス検査
を行っています。 

 

 
 

早くみつけて 
早く治療しよう！   

肝細胞がんの8割近くは

ウイルス感染 

肝炎ウイルス検査を受けた方へ
肝炎ウイルスがいなくても毎年の健診で肝機能や脂質のデータを知り肝臓の状態を知りましょう。


